



































変有名でした。今から 60 年も前ですね。私もすでに、この会社に 40 年近く勤めております。そ
の間、駐在生活 10 年程度、出張ベースでの滞在日数の合計が 10 年以上、トータルで皆さんの年
齢以上の歳月になる 20 数年間を中国の地で生活していることになります。その間、中国で訪れ
たところは、全省 22、台湾を含めると 23。チベット、新疆などの自治区 5。北京上海天津重慶
の直轄市 4、香港澳門などの特別行政区 2。その全てに訪問することができました。中国人でも
数少ない、日本人でもほとんどいないと思います。













































































































































































































































































　呉先生との交流は更にその一か月後、周恩来会見の 1974 年 12 月 5 日の訪中より帰国された直







































































　1975 年 3 月呉先生は帰国されるわけですが、その一か月後 1975 年 4 月末には創立者が武漢を


























































































の往来人数は 1万人、現在は 500 万人を超え、また貿易額は 1100 億円から 31 兆円にまで拡大。
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　中国研究会を設立したとき、私の希望は 3つありました。「中研を 100 人のクラブにして大学
内で基盤を作ること」、「創大を日中友好の牙城にすること」、そして、「創大を中国研究の日本一











心強く感じます。この 3番目の研究の権威ということは 100 年 200 年という長年の学術上の蓄積
が必要です。今後の創大と皆様の取り組みに大いに期待しております。
　創大が、創価教育研究所を核に池田思想研究の中心となり、そしてその基盤の上に中国のあら
ゆる分野の研究を牽引する存在になることを強く期待し、話をしめくくりたいと思います。長時
間ご清聴大変にありがとうございました。
